






要約 

兵庫県下産科医療機関(診療所及び病院)423 施設,小児科医療機関(病院)54 施設を対象と

してABO不適合以外の血液型不適合溶血疾患の実態調査を行った。産科医療機関からは308

施設(72.8%),小児科医療機関からは 52施設(96.3%)の解答があった。その結果昭和 57 年か

ら 61 年の 5年間に ABO 不適合以外の血液型不適合溶血疾患 27例の症例があった。内訳は

D10 例,E7 例,E+c4 例,C+e,-D-,c,.Dia,M,Jra,が各 1例であった。妊娠中に不規則抗体の検

査を受けた症例は出生早期に治療開始されていたが,受けていない例(12 例)では入院時ビ

リルビン値が 25 ㎎/d1 以上の例が 6例もあり治療開始が遅れる傾向がみられた。しかし 27

症例には脳性麻痺,死亡例はなかった。一方妊娠中の不規則抗体の検査を実施している産科

医療施設は特定例のみ対象にしている機関が 33,1%,全妊婦を対象とするところはわずか

5.9%であった。不規則抗体発見率は特定例のみの機関が 18.6%に対して全妊婦を対象とし

た機関では 66.7%と高率であった。 


